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病児・病後児保育施設
キッズケア・すまいるぽっけ

暑い夏がやってきました。毎日こまめに水分補給をすることが大事です

が、冷たすぎる飲み物やアイスクリーム、糖分が多い飲み物は、食欲不振

や夏バテの原因につながるため注意が必要です。食欲も落ちやすい季節

ですが、たくさん食べてしっかりと休息を取り、体調の変化に気を付けな

がら、元気に夏を楽しみましょう。

頭部に直射日光が当たる

と、めまいや吐き気が起こ

ります。外出する時は帽子

を被りましょう。うなじま

でカバーできるのが理想的

です。

暑い夏を元気に乗り切りましょう

シャツ 帽子

靴
ズボン

襟ぐりや袖口がゆったりして

いると風通しがよく、涼しく感

じられます。汗をよく吸う綿や

速乾性のある素材のものがおす

すめです。暑くて肌着を嫌がる

時は、柔らかいシャツを着せて

あげましょう。

大人はサンダルの方が

涼しくて良いと考えがち

ですが、子どもの足は未

熟で骨も柔らかい状態。

思い切り遊ぶためには、

足に合った運動靴を履く

ことが大切です。

普段は涼しい半ズボンで、レ

ジャーなどで虫刺されを防ぐた

めには長ズボン、といった具合

に場面に合わせて選びましょう。

車の中の暑さにも気を付けて

旅行などで車に長時間乗る機会が増えます。

車内の暑さ対策も大切です。

❶日差しを防ぐ工夫を

エアコンをかけていて

も、直射日光が当たると

暑いもの。子どもが座る

チャイルドシートの傍に日

除けを設置するなど、日

差し対策をしておくと安

心ですね。

➋決して子どもだけ車内に

残さない

炎天下の車内は、あっとい

う間に室温が上がります。エン

ジンがオーバーヒートして停止

したり、子どもがスイッチをい

たずらしたりする危険があり

ます。短時間でも、絶対に子ど

もだけを車内に残してはいけ

ません。

ゆっくり治す水いぼ

水いぼは、皮膚にウイルスが感染してできる小さないぼです。

特に治療しなくても体に免疫が付いて１年以内に自然に治まる

ことがほとんどですが、中には２～３年かかる時もあります。気

になって掻き壊すと数が増えたり、とびひの原因になったりしま

す。

水いぼがある時は・・・

●肌を傷つけない・・・皮膚が荒れたところからウイルスが侵

入。清潔にして良い状態をキープしましょう。掻き壊さないよ

う、爪は短く切ると良いでしょう。

●数が増える、大きなものができた時は、かかりつけ医に相

談しましょう。

「水いぼ」って?
つるんとしたいぼで、掻いたりして

破れると、中から白くドロッとしたも

のが出てきます。


